
大
江
健
三
郎
さ
ん
、
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
ら
９
人
が

呼
び
か
け
た
こ
の
集
会
に
、

党
市
議
団
か
ら
は
杉
浦
、

黄
野
瀬
、
石
黒
市
議
が
参

加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

べ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
ご
夫

婦
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
手
作

り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
ゼ
ッ
ケ

ン
に
託
し
、
「
原
発
い
ら

な
い
」
の
声

が
一
堂
に
集

ま
り
ま
し
た

デ
モ
行
進

で
は
誰
が
リ
ー

ダ
ー
と
い
う

わ
け
で
も
な

く
、
自
然
に

発
せ
ら
れ
る

声
に
参
加
者

が
応
え
ま
す
。

「
原
発
再
稼

働
や
め
よ
！
」

「
子
ど
も
の
未
来
を
守
れ
！
」

全
国
各
地
で
も
集
会
や

デ
モ
な
ど
行
動
が
も
た
れ

ま
し
た
。
毎
週
金
曜
日
夜

に
首
相
官
邸
前
で
開
か
れ

る
「
再
稼
働
反
対
」
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
・
デ
モ
に
集
ま

る
人
の
数
は
回
を
重
ね
る

ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。

７
月
27
日
に
は
大
津
市
で

も
と
の
呼
び
か
け
に
、
関

電
前
に
１
０
０

人
あ
ま
り
の
人
た

ち
が
集
ま
り
、

29
日
に
は
20
万

人
が
国
会
を
包

囲
し
、
な
く
せ

原
発
の
訴
え
が

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
国

民
の
声
が
聞
こ
え

る
な
ら
、
野
田

政
権
は
再
稼
働

を
中
止
し
、
原
発
か
ら
の

撤
退
を
今
こ
そ
決
断
す
べ

き
で
す
。

国
民
の
多
く
は
原
発
か

ら
脱
却
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
の
７
月
か

ら
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
買
い
取
り
法
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ

の
制
度
を
生
か
し
て
い
け

る
か
ど
う
か
は
国
と
自
治

体
、
住
民
の
動
き
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

野
洲
市
や
東
近
江
市
な

ど
で
は
、
自
治
体
が
関
わ
っ

て
市
民
出
資
に
よ
る
太
陽

光
発
電
所
を
設
置
。
売
電

に
よ
る
収
益
を
地
域
商
品

券
と
い
う
形
で
還
元
す
る

な
ど
、
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
と
も
リ
ン
ク
さ
せ
て

進
め
て
い
ま
す
。

大
津
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置

へ
の
補
助
事
業
に
取
り
組
ん

で
来
て
い
ま
す
が
、
今
後

こ
の
事
業
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
可
能
性
を

調
査
し
、
地
域
経
済
活
性

化
と
結
ん
で
積
極
的
に
進

め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

―
野
田
内
閣
は
国
民
の
声
を
聞
け
―

↑猛暑の中、会場を埋めつくす人・人・人。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

大
津
市
も
積
極
的
取
り
組
み
を

「
７
・
16
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
」

―
代
々
木
公
園
に
17
万
人

（見解の要約は以下）

昨年10月の市内中学生の自殺事件

については、その背景に深刻ないじ

めがあったことが明らかになりました。

いじめと自殺との関連が強く疑われ

る状況であったにもかかわらず、調

査を打ち切った学校と教育委員会の

対応に問題があったことは明らかです。

議会の4回にわたる常任委員会の調

査でも真相究明に至らなかったこと

からも検証が必要です。

いじめは深刻な人権侵害であり、

被害者の心に一生残る傷を与えるも

のです。学校や関係者がいじめの深

刻さについて認識を深めるとともに、

これまでの対応について徹底的な検

討を行う必要があります。

党市議団は真相の究明に努めると

ともに、父母や関係者、市民の皆さんと力を

合わせ、大津市でいじめをなくしていくため

に全力を尽くし、下記項目の実現に努めます。

①学校や地域からいじめや暴力をなくすため

に、ともに学び考え合う取り組みを進める。

②相談・対応の体制整備とともに、少人数

学級、養護教諭の複数配置など教育条件

の整備を進める。

③国連子どもの権利委員会が指摘する「過

度に競争的な教育制度のもとで、子どもの

発達が阻害されている」現状を改めるため、教育と

社会のあり方を市民的に検討する場を設けることを求

める。

④「いじめ防止条例」の制定に向けた市議会政策検

討会議の協議では、条例が現実に有効なものとなる

よう、子どもや関係者の意見を積極的に反映させる。

※見解の全文は、ホームページに掲載しています。

http://www.otsu-jcp.net/
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―
野
田
内
閣
は
国
民
の
声
を
聞
け
―

（
裏
面
に
つ
づ
く

）

い
じ
め
の
な
い
学
校
・大
津
市
を
め
ざ
し
て

石黒市議作成のプラカードを手に
デモに参加する石黒、杉浦市議↓

原発
を

なく
せ！

日
本
共
産
党
市
議
団
が
見
解
を
発
表



「
東
部
に
も
子
ど
も
た

ち
の
発
達
支
援
の
場
を
」

と
待
ち
望
ま
れ
た
子
ど
も

療
育
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

発
達
に
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
の
び
の
び
教
室
、
の
び
の

び
ラ
ン
ド
に
２
～
３
歳
児

が
通
い
、
小
集
団
の
中
で

遊
び
、
生
活
し
て
い
ま
す
。

ま
た
保
護
者
か
ら
の
相
談
・

学
習
の
場
所
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
子
ど
も
も
通
え
る

施
設
整
備
や
、
地
域
で
子

ど
も
を
支
え
る
た
め
の
児

童
館
や
公
立
保
育
園
の
建

設
な
ど
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
石
黒
か
づ
子
）

比
良
げ
ん
き

村
は
屋
外
遊
具
や
キ
ャ
ン
プ

場
の
他
に
、
本
格
的
な
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
天
体
望

遠
鏡
な
ど
を
備
え
た
体
験

施
設
で
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
設
備
の

更
新
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

加
え
て
同
敷
地
内
に
あ
る

県
立
の
宿
泊
施
設
、
比
良

山
岳
セ
ン
タ
ー
も
耐
震
・

設
備
工
事
終
了
後
、
来
年

度
か
ら
は
市
に
譲
渡
さ
れ

一
体
的
な
運
営
と
な
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
利
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
岸
本
典
子
）

北
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
、

焼
却
、
資
源
化
の
た
め
の

最
終
処
理
が
、
か
な
り
の

手
作
業
に
よ
っ
て
日
々
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
10
年
以
内
に
市
内

３
つ
の
焼
却
場
が
建
て
替

え
の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、

い
っ
そ
う
の
ゴ
ミ
減
量
・
分

別
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。
無
駄
な
経
費
を
使

わ
な
い
、
地
球
環
境
を
守

り
限
り
あ
る

資
源
を
大
切

に
、
そ
し
て

ゴ
ミ
有
料
化
計
画
を
実
施

さ
せ
な
い
た
め
に
も
。

（
佐
々
木
松
一
）

現
在
、
旧
志
賀

町
庁
舎
は
、
４
つ
の

施
設
が
共
同
利
用
し
て
い

ま
す
。

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
利
便
性
も
よ
く
、
公
民

館
機
能
も
充
実
し
て
お
り
、

大
い
に
市
民
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

で
す
。

ま
た
周
辺
の
自
然
環
境

も
豊
か
で
、
子
ど
も
と
高

齢
者
の
施
設
が
併
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
生
か
し
、
市

民
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し

て
い
く
よ
う
な
連
携
も
検

討
さ
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

（
杉
浦
智
子
）

党市議団が
視察・調査

食
の
安
全
、
安

心
の
た
め
に
も
市

場
の
機
能
は
重
要
で
す
が
、

大
型
量
販
店
の
進
出
な
ど

に
よ
り
運
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
朝
市
を
企
画

し
市
民
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
、
市
場
の
活
性
化
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
整
備
は
計
画
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
野
菜
く
ず
な
ど

の
生
ご
み
堆
肥
化
施
設
整

備
が
課
題
に
あ
が
っ
て
い

ま
す
が
、
冷
凍
庫･

冷
蔵

庫
も
20
年
以
上
経
過
す
る

な
ど
、
施
設
・
設
備
の
改

善
は
大
き
な
課
題
で
す
。

（
黄
野
瀬
明
子
）

耐
震
性
や

老
朽
化
、
救
急
隊
の
増
設

な
ど
に
よ
る
狭
隘
化
な
ど

問
題
点
を
抱
え
て
い
る
北

消
防
署
の
建
て
か
え
計
画

が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
に
実
施
設
計
を

終
え
、
来
年
度
か
ら
本
署

棟
、
車
両
棟
、

訓
練
施
設
な
ど

が
順
次
建
て

か
え
ら
れ
る

予
定
。
東
日

本
大
震
災
で

燃
料
が
不
足

し
て
出
動
が

困
難
に
な
っ
た

教
訓
か
ら
、

構
内
に
燃
料

タ
ン
ク
も
設
置

さ
れ
る
予
定

で
す
。

消
防
署

前
面
道
路

が
よ
く
渋
滞
す

る
た
め
、
消
防
車

両
等
の
円
滑
な
出

入
り
が
大
き
な
課

題
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
塚
本
正
弘
）

木
戸
支
所
・
木
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

に
じ
っ
こ
・
北
消
防
志
賀
分
署
（
木
戸
）

↑
東
部
療
育
セ
ン
タ
ー

施
設
内

大
津
市
の
公
共
施
設
の
運
営
の
実
態
や
課
題
に
つ
い
て
、
党
市

議
団
で
は
、
現
地
を
訪
れ
て
視
察
・
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
７
月
17
日
と
24
日
に
、
市
内
８
箇
所
の
施
設
を
訪
問
。
業

務
の
内
容
、
施
設
改
善
の
課
題
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

東
部
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

（
萱
野
浦
）

市
民
生
活
支
え
る
施
設
運
営
を

北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
伊
香
立
）

消
防
署
の
建
て
か
え
の
説

明
を
受
け
る
党
市
議
団
↓

比
良
げ
ん
き
村

（
北
小
松
）

大
津
北
消
防
署（

真
野
）

大
津
市
公
設

地
方
卸
売
市
場

（
瀬
田
大
江
町
）

党市議団が
視察・調査

市
内
中
学
校
で
の
い
じ
め
・

自
殺
事
件
を
受
け
、
市
議
会
で

「
い
じ
め
防
止
条
例
（
仮
）
」

の
制
定
を
検
討
す
る
こ
と
と
な

り
、
７
月
30
日
、
政
策
検
討
会

議
で
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
も
務

め
て
お
ら
れ
る
立
命
館
大
学
教

授
の
野
田
正
人
先
生
が
、
「
い

じ
め
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講

演
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

野
田
先
生
は
、
い
じ
め
の
発

見
の
難
し
さ
を
指
摘
し
、
「
被

害
者
が
安
心
し
て
話
せ
る
体
制

の
整
備
。
暴
力
や
不
正
を
排
除

す
る
学
校
で
の
文
化
づ
く
り
。

何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
「
見

立
て
」
、
チ
ー
ム
対
応
を
行
う

こ
と
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
専

門
家
を
活
用
し
、
福
祉
と
つ
な

げ
て
対
応
す
る
こ
と
。
加
害
・

被
害
ど
ち
ら
も
家
庭
で
話
を
よ

く
聞
き
支
え
る
こ
と
」
な
ど
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
子
ど
も
た

ち
自
身
の
取
り
組
み
の
大
切
さ

や
、
児
童
虐
待
と
い
じ
め
の
関

連
な
ど
に
つ
い
て
も
解
明
さ
れ
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
た
条
例

制
定
に
む
け
て
大
切
に
す
べ
き

論
点
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
議
論
の
中
で
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
杉
浦
智
子
）

教
育
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
専
門
職
配
置
を

い
じ
め
防
止
条
例
へ
議
会
で
学
習
会

↑
手
選
別
さ
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み


